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1．はじめに ため池の本来の役割は農業用水の確保と安定供給にある．河川から取水す

るため池では，河川水が一時的にため池に導水されることによって，結果的に河川水に含

まれる懸濁物質(SS)も貯められる．したがって，ため池には灌漑用の貯水機能の他に SS
流出防止機能があると考えられる．しかし，これを定量的に明確に示された例は少ない．

そこで，大阪府神於山地区傍示池を対象に，土砂と有機物から構成されている SSに着目
し，流入水と流出水の流量及び SSを測定し，SS流出防止機能の定量的な評価を行った． 
2．調査地の概要および研究方法  

(1)調査地の概要 調査対象地は春木川の上流(轟川)

に位置する神於山地区であり，流域面積は 167haで
ある．主として農地と山林に分けられ，傍示池上流の

概要は Fig.1のとおりである．この地区を流下する轟
川の水は，一部は傍示池に流入し，残りはバイパス水

路を経由して下流に流出する．上流部にあるため池Ａ，

ため池Ｂに傍示池の水がポンプアップされ，両池から

農地に灌漑水が送られる仕組みとなっている．他のため池に関しては，同地区内の農地に

対する利用は行われておらず，基本的に対象流域内での河川への排水（放水）はない． 

Fig.1 Outline of the study area. 
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(2)研究方法 轟川（地点①）とバイパス水路（地点②）に堰を設け流量を測定し，さら

に傍示池の水位と傍示池からのポンプアップ量を測定した．また，地点①と傍示池内に濁

度計を設置し濁度の測定も行った．約週 1回の頻度で地点①と傍示池で定期的な採水を行
うとともに，出水時の変動特性も検討するために，降雨時にお

った．採水試料から SSを計測し，さらに強熱減量法により
土砂と有機物に分離した．調査期間は，2003年 5月 18日か
ら 2003年 11月 31日の期間（データの欠測を除き計 187
間）とした．なお，実測データをもとに濁度から SS濃度へ
の換算も行った．ため池の SS流出防止量は「ため池への SS
流入負荷量－ため池からの SS流出負荷量」で算定され，た
め池の SS流出防止機能を定量的に評価することができる． 
3．負荷量算出方法

いて適宜集中的な採水も行
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流入水量を乗じて負荷量を算出した．それ以外の期間は L-Q式を用いて負荷量の算出を
行った．L-Q式については，調査期間中での地点①の流量 Qと SS負荷量 Lの実測データ
において，Fig.2 に示すように高い相関がみられ，この関係から，L=0.00139Q1.67 を得た

なお，流量の増加過程と低減過程の間で L-Q関係に明確なヒステリシスがなかったこと
から，ここでは流水過程に関わらず，先の L-Q式が適用可能と判断した． 
(2)流出負荷量 基本的に先と同様，濁度計データ

．

を用い，濁度の欠測期間には採水分析

結果を利用した．SS濃度に池からの流出水量（余水吐越流量，ポンプアップ量）を乗じ
て負荷量を算出した． 
4．結果・考察 (1)SS

Table 1  SS trapped in the Hoji pond. 
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間における傍示池の SS流出防止量を算出した結
を Table 1に示す．傍示池への SS流入負荷量は
82.9 トンとなった．一方，傍示池からの SS流出
荷量は，余水吐からの SS流出負荷量が 28.2 トン
傍示池からため池Ａ，Bへのポンプアップされ
SS負荷量が 0.5トンとなった．つまり，54.2ト
の SS 負荷が傍示池に蓄積されたことになる．ま
地点①を流下した SS負荷量は 88トンであり，傍
示池による下流域への SS流出負荷削減量は約 63
にも及ぶことになり，SS流出防止機能が確認され
た．なお，傍示池 SS流出防止量を堆積深に換算
ると約 3mmとなった． 
(2)出水時と平水時の比較 ため池の SS流出防止
いて，

水時（流量 50 L/s未満，136日間）に分類し整理したとこ
Table 2が得られた．ため池の SS流出防止機能は出水時に
おいて顕著に発揮され，平水時においてはその機能は見られ

ないことがわかった． 

(3)土砂と有機物への分離 傍示池水と流入水の SSを強熱
減量法により分離した結果，傍示池水

の割合は約 74% (標準偏差は 2.1％)とほぼ安定していた．
一方，流入水に関しては，Fig.3に示されるように流量の増
大に伴い SSに含まれる土砂の割合が若干増加する傾向に
ることがわかった．Table 3には，これを考慮し，対象期間
減量を土砂と有機物に分離した結果を示す．同表より，傍

機物も削減され，その割合は流入に対して 50%程度になった． 
5．おわりに ため池には SS流出を防止する機能があることが確認された．また，SSを
土砂及び有機物に分離することによって，ため池には有機汚濁の削減効果も

Fig.3 Relationship between 
discharge and fraction of 
soil particles in SS. 
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，量的に示すことができた．ため池の SS 流出防止機能は，出水時において顕著であるため
台風襲来時など大雨が予測できる場合に，ため池の空き容量を大きくしておく用水管理・

操作が可能である場合には，十分な SS削減効果が得られると考えられる． 


